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各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　山　上　　潔

（公共サービス政策部）
【緊急】米海軍第７艦隊掃海艇「パトリオット」「ウォーリア」函館港入港に
反対する緊急打電の取り組みについて

　日頃のご健闘に、心から敬意を表します。

　さて、米海軍第７艦隊掃海艇「パトリオット」「ウォーリア」が７月13日から16日まで函館港に入港することが明らかになりました。
米海軍掃海艇「パトリオット」は2012年２月にも函館港に入港し、昨年は、米海軍ミサイル巡洋艦「シャイロー」が入港するなど、米海軍が函館港を準母港化に位置づけていることが疑われます。このような「親善および友好」を口実とした度重なる米艦船の北海道内への入港は、北海道における民間港の軍事的利用を常態化させています。また、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている函館市民の努力を踏みにじるものです。

　道平和運動フォーラムは道南地域平和運動フォーラムなどとともに、６月26日に函館市に「入港を許可しないこと」を求め、要請行動を行いました。

　しかし、函館市は、６月30日、①外務省からの『核搭載能力を有しない以上、核兵器を搭載していないことに疑いはない』とする回答を得た、②港湾使用に支障がないことなどを理由に、入港を許可しました。

　このことから、道平和運動フォーラムは下記のとおり、入港反対の打電行動を取り組むこととしました。道本部としても、これ以上道内港を軍港化させない立場から短期間ではありますが、最大限の取り組みを進めることとします。各単組・総支部の積極的な取り組みをお願いいたします。
記

１．米海軍掃海艇「パトリオット」「ウォーリア」函館港入港に反対する緊急打電
（１）取り組み期間　　７月６日（月）～10日（金）
（２）取り組み方法　　下記打電先へ、ＦＡＸまたはレタックスにて打電願います。

（３）打電先・文例　　①函館市長　工藤　壽樹　様
　　　　　　　　　　　　〒040-8666　函館市東雲町4-13　函館市役所

　　　　　　　　　　　　　　　℡　0138-21-3111　　Fax　0138-26-2656

	「親善および友好」を口実とした度重なる米艦船の入港は、北海道における民間港の軍事的利用を常態化させるものであり、断じて容認できません。

貴職におかれましては、市民の安全の確保や平和と軍縮を求める立場から、米艦船「パトリオット」「ウォーリア」の函館港の入港許可を撤回するよう要請します。


②在札幌米国総領館　首席領事　ジョエレン・ゴーグ　様

〒064-0821　札幌市中央区北1条西28丁目　在札幌米国総領事館

　　　　　　　　　　　　　　　℡　011-641-1115　　Fax　011-643-1283

	「親善及び友好」を口実とした度重なる米艦船の入港は、北海道における民間港の軍事的利用を常態化させるものであり、断じて容認できません。

　平和と軍縮を求める道民の意志を踏みにじる、米艦船「パトリオット」「ウォーリア」の函館港への入港に、強く抗議します。


（４）そ　 の 　他　　①　道本部ＨＰの「組合員専用ページ」に、本発文をリンクとして貼り付けていますので、ご活用ください。

　　　　　　　　　　　 ②　以下に記入いただき、７月13日（月）までに、取り組みの報告をお願いします。
	


米海軍掃海艇の函館港入港に反対する緊急打電の取り組み報告
単組名　　　　　　　　　　　　　　　記入者名　　　　　　　　　　　　　　　　　

打電送付日　　　　　　　月　　　日

報告先：道本部公共サービス政策部（兼村・前田）　FAX：０１１－７００－２０５３

報告期限：2015年７月13日（月）
※報告に際して、送信表は不要です。

